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目的　植物 組織中の蛋白複合体 とし７ のクロロ フ/( ル の安定性･こ関与可る諸 因子の

影響 を知る と同時に、野菜の種類 による分解速皮差 についT 検討 し仁。

方式 市販のほう れん草. ハ､■£リー. さやえ んどうt 試 料 とに ト リト ン 〉く-  100

を用いてクロロフィ ル蛋自複合体 を調製 し.   Fe゛、C 。7-^ などの遭移金属 ならびI-ED

T  A  、ア'A コルごン酸 なとヽに対-^ 心瞥鮒

銘果　 ノフロロフィ)レは罷^’、C 。゙ なと｡"'の金属 にょぐこ容易に尊 触酸化ｌ うIt るが.

ワロa フィIし蛋白系・ クロロフり しに対 しT  は著 しレ々 定性1 示 し几.  また、野 菜の

将 振閲によっ7. も分解速度に遣いl 詔めたが ．1 れは色素ヒ結合 する豪白質の質的 差

異に原 因があるよう に% われ八。


